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１．研究計画の概要 

この研究は Fefferman により提案された「放

物型不変式論」を中心とした強擬凸領域の解

析および幾何の研究プログラムの発展を目指

すものである．放物型不変式論は、CR幾何、

共形幾何を含む幾何構造を統一的に理解する

視点を与えており、とくに後者では近年 

AdS/CFT 対応に関連して完備アインシュタイ

ン計量の漸近挙動と解析の主要な理論となっ

ている。本研究では， CR 幾何と共形幾何を

関連づけて考えることにより Feffermanのプ

ログラムの正しい形を模索し，実行に移すこ

とを目標とする．研究は次の３つの段階に分

かれる： 

(1) 局所CR/共形不変量および，より弱い不変

性を持ったQ-曲率などを構成し 

(2) それらと核関数および完備アインシュタ

イン計量の漸近挙動の関係を調べる； 

(3) 核関数，体積積分等のくりこみとして大
域的不変量を構成する． 
 
２．研究の進捗状況 

共形幾何においては偶数次元の共形構造に付

随するアンビエント計量の構成に成功した

（Robin Graham氏との共同研究）．この計量

を用いることにより共形構造の曲率のジェッ

トを共形多様体の次元より２次元高いランク

をもつテンソル空間内の多様体として実現す

ることができる(ジェット同型定理と呼ばれ

る)．この証明では共形構造の変形複体のアン

ビエント空間へのリフトを用いるため、テン

ソルのリフトの一般論についても研究を進め

た．ジェット同型定理の応用として，スカラ

ー局所共形不変量の構成を行った．とくに次

元が８以下の多様体の全ての不変量がアンビ

エント計量をもちいて具体的に表示できるこ

とを示した．またテンソルのリフトの応用と

して，ワイル構造に対してQ-曲率が定義でき

ることを示した．これまではQ-曲率はレビ・

チビタ接続について定義されていたが，これ

を共形構造を保つ接続（ワイル構造）にまで

拡張することはQ-曲率の理解を深めることに

なる． 

 CR幾何においてはセゲー核の漸近展開とQ-

曲率の関係を記述するために用いる不変式論

を整備した．局所CR不変量を記述する不変式

論は知られていたがセゲー核のように接触形

式の選び方に依存する弱い不変量を扱うには
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スケール関数の曲率をアンビエント空間にお

いて表示する必要があった．これが田中曲率

のトレースフリーリッチ曲率のアンビエント

空間へのリフトとして実現できることを示し

た．またセゲー核に現れる特性類の情報を取

り出す為に局所ケーラー不変量の積分として

得られるケーラークラスの不変量を考察した．

このような不変量はチャーン不変量のみであ

るというのが予想であるが，証明はまだ完成

していない． 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 

共形幾何におけるアンビエント計量の理論を

完成できたことは当該分野での大きな貢献で

あるが，CR幾何の研究に十分な時間をとるこ

とができなかった．セゲー核の不変式論も枠

組みは分かっているが論文にまとめるには段

階には至っていない． 

４．今後の研究の推進方策 

偶数次元の共形構造に付随するアンビエント

計量の理論を論文として出版するのが，最終

年度の大きな目標である．また論文の準備中

に発見したワイル構造に対するQ-曲率の変換

則および積分不変量についての考察を行う．

CR幾何については不変式論の視点だけに限ら

ず，より具体的な例として佐々木多様体（一

次元の対称性をもつ強擬凸境界）の場合をケ

ーラー多様体の不変量を用いて研究する．上

述の積分不変量に対する予想が正しければセ

ゲー核と特性類の関係式を導くことができる． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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